徳柔連発第99号
令和5年５月8日

関係各位　

徳島県柔道連盟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　川人 芳正
	（公印省略）

国民体育大会徳島県選手選考会の実施について（ご案内）

時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は、本県柔道発展にご尽力を賜り厚く御礼
　　申し上げます。
　　　さて、標記選考会について下記要領で実施いたしますので多数ご参加くださいますようご案内申し上げます。
記

1日　　時　　令和5年 ６ 月 １0 日　(土) 　開館 8：30　  
（１）受付：計量　　  9：00 ～　9：30
（２）組  合  せ　　　9：30 ～  9：50
（３）試　    合　　 10：00 ～
  2 場    所 　  徳島県立中央武道館　  徳島市徳島町城内６　 　Tel  088-652-1831
　3 選 　 考 　  区分  ◎ 成年男子   　－60kg,－73kg,－90kg級 　無差別級を実施する。
　　　　　　　　　　                 　  ※＋９０㎏級 代表は無差別級の中から選考する。                    
　　　　　　　　　     ◎ 女 　 子   　－57kg級、無差別級のみ実施する。
 　　　　　　　　　    △ 少年男子   　選考会は実施しない。
                                       ※高校総体、ジュニア予選及び昨年の実績を踏まえ、強化部会
                                    　   にて選考する。
  4出場資格     国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか次による。
（１） 参加者は、(公財)全日本柔道連盟に登録しており、登録をした県からのみ参加できる。
（２） 成年種別に「国民体育大会ふるさと選手制度」で参加する者は、登録を行った都道府県      
                     　に関わらず、該当する県から参加できる。
                       ＊成年種別に参加する者　【２００４年４月１日以前に生まれた者】
                       ＊少年種別に参加する者　【２００４年４月２日以後に生まれた者】
  5 計    量     試合当日，受付を終えた者から行う。
6 組 合 せ 　　試合当日，計量後に抽選を行う。トーナメント方式か参加人数によってはリーグ戦で行う。
  7 競技規定　　 試合は最新の国際柔道連盟試合審判規定による。試合時間は４分間とする。
                 勝敗の基準は、「一本」「技あり」「僅差」とする。「僅差」とは、双方の選手間に技に
よる評価がない、又は同等の場合「指導」差が２以上あった場合に少ない選手を勝ちとする。
  8参 加  料    徴収しない。　
  9 選 考 会　　選考会後、強化委員会にて代表選手の決定を行う。
10申込〆切    令和5年６月1日（木）必着。 
11申込方法　 【手順】 ①徳島県柔道連盟ＨＰよりファイルをダウンロードする。
　　　　　　　　　　　　　ダウンロード欄　→　①連盟主催大会　→　②国体選考会
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(要項・申込書，健康観察記録表(大会前日)
  12 申 込 先    徳島県柔道連盟事務局
                　〒770-0851  徳島市徳島城内6－101  先田ビル3Ｆ  　Tel / FAX 088-602-1100
                            E-mail:tokushima-judo@zc5.so-net.ne.jp 
※県外（社会人，学生）からの参加申込みについては，本人，若しは保護者が
  　　　　　　　　　５月３１日（水）までに県柔連事務局へ報告すること。
                 
13 そ の 他   　①当日万一負傷した場合は、初期的治療は行うが、不測の事態に備えて各所属及び各自
　　　　　　　　　で傷害保険等に加入しておくこと。
　　　　　　　　　※なお、試合7日前から健康観察記録の調査を忘れないこと。（受付時に係に提出）
　　　　　　　　②今大会は，新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、会場には事前に申請された選手・監督・コーチ，役員・係員，審判員、家族2名以外の入場は認めません。
ご理解・ご協力の程よろしくお願い申し上げます。


参加者において遵守, すべき事項 
①健康観察記録表により、会場入り 7日間前からの健康状態を確認すること。
②期間中は毎日検温を実施し、当日まで健康観察記録の記載を確認したうえで、受付に提出すること。
③入場時には、非接触型体温計による検温を受けること。
④会場内では、原則としてマスクを着用すること。ただし個人の判断とする。
⑤出場選手は、試合の前後に必ず手指の消毒を行うこと。
⑥飛沫感染や接触感染防止のため、声援による応援は控えること。
⑦大会を終えた翌日から 7日間、自主的に起床時体温、体調を毎日記録する。
⑧大会を終えた翌日から 7日間に新型コロナウイルス感染症へ感染した場合は、速やかに報告する。




